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 　2016 年 4 月から塚本編集長のもと 2 年間，2018 年 4 月から

稲見編集長のもと 2 年間，合計４年にわたり，会誌編集委員を

務めさせていただきました．この間，本務先の任務の都合もあ

り，会誌編集委員として十分な戦力になれなかったことは申し

訳なく思っております．とはいうものの，会誌編集委員会での

活動では，貴重な経験をさせていただきましたので，その経験

をここでご紹介させていただき，編集委員退任のメッセージと

したいと思います．会誌編集委員会に参加させていただいて，

まず感じたことは，委員会の運営体制がしっかりと確立されて

いるということでした．情報学を取り巻く環境の目まぐるしい

変化を敏感に捉え，特定の専門分野以外の一般の読者でも読め

るように記事化して，タイムリーに読者に届けるという要求事

項を満たしながら，月刊で会誌を刊行していくことは並大抵の

ことではありません．編集長のリーダシップ，多様性を受容す

る委員会の雰囲気，委員間のクリエイティブな議論，各委員の

主体的な働きが，イノベーティブな会誌編集を導いたのではな

いかと考えております．連載漫画「IT 日和」や「巻頭コラム」

をはじめとして，企画段階から最終チェックに至るまでを，定

例会と Slack を併用して進めていく作業は楽しい経験でした．

学会公式 LINE スタンプの作成の際には，オンラインで委員か

らスタンプのネタ集めをしていたので，いくつかアイディアを

入れさせていただきましたが，（今明かしますが）「ACK を返し

て」が採用されたことは密かに嬉しく，このネタでも取り上げ

てくれるのかと学会の懐の深さをしみじみ感じたのを覚えてい

ます（本誌 2017 年 4 月号の漫画「情報処理学会公式 LINE スタ

ンプができるまで」に詳しい説明がありますのでぜひご覧くだ

さい）．編集長からは，委員就任の間に小特集か特集を 1 つは

企画運営してほしいと言われておりましたが，結果的に「ビブ

リオ・トーク」や「ぺた語義」での数編の記事の寄稿にとどまっ

てしまい，会誌編集委員としての職責を十分に果たさないまま

退任することをお詫びいたします．一方で，私としては会誌編

集委員会活動への参加を通じて，情報処理学会のポテンシャル

の高さを実感するとともに，イノベーティブな編集委員会の実

現の仕方に関する多くのヒントを得ることができました．この

ような機会を与えてくださったことに深く感謝いたします．会

誌編集委員会がイノベーティブであり続け，本誌がますます充

実していくことを願ってやみません．

（田名部元成／横浜国立大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

●
ほ
っ
と
タ

イ
ム●

編集委員退任にあたって

　2016 年の夏，昔同じ職場で働いていた前任者の先輩からの声

掛けがきっかけで，3 年半にわたり会誌編集委員会の仕事にか

かわる機会をいただきました．2011 年から 4 年間，学会論文誌

運営委員会の情報システムグループで論文編集にかかわってい

たので，1 年半ぶりの本会への復帰でした．前回の論文誌編集

では，投稿論文の査読を軸に，研究分野の専門性を掘り下げる

「深さ」を意識した活動を進めてきましたが，今回の会誌編集を

振り返ると，多くの研究分野を対象として多様な読者に情報処

理の魅力を伝える「広さ」を意識する活動が多かったと感じて

います．

　会誌編集委員の任期前半で印象に残っているのは，2017 年の

10 月号に掲載された「ビブリオ・トーク─私のオススメ─：世

界天才紀行　ソクラテスからスティーブ・ジョブズまで」の執

筆です．日常業務で注目論文を紹介することはありましたが，

書籍を対象としたことはなく，書籍の選定や書評の切り口の参

考になればと，今までは十分目を通していなかった諸先輩方の

記事を読み返し，多様な背景に感心するとともに，学術分野と

しての情報処理の広さを再認識する機会となりました．任期後

半では，職場での遠方出張と委員会が重なることが増えてしま

い，会誌作りに十分貢献できませんでしたが，編集活動におけ

る皆さんの想いに触れ，多くの学びを得ることができました．

　編集委員にかかわった 3 年半は，新しい読者開拓のために，

将来の本会の分野を支えるジュニア会員世代向けのコンテンツ

を充実させる変化のときだったと感じています．編集委員を始

めた当初，小学校 6 年生だった自分の子供は高校生となりまし

たが，編集委員の任期中にコンピュータに興味を持ち，プログ

ラミングの学びを深めていった時期とも重なります．最初こそ

Scratch でのゲーム作りなど遊びの延長でしたが，オンライン

講座で Python などの言語を習得した今では複雑なコードも書

けるようになっています．ジュニア世代の能力の高さを身近で

目の当たりにしたことで，彼らの世代をしっかりと巻き込むこ

とができれば，情報処理の分野はさらに発展していくことを肌

で感じています．

　3 年半の編集委員を通して，編集にかかわる皆さんの専門分

野の広さと見識の高さに触れる貴重な機会をいただいたことに

感謝しています．今回の経験を研究業務にも活かして，情報処

理の発展に引き続き貢献していきます．

（井本和範／（株）東芝）
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 　2019 年度末をもって，会員サービス分野（MWG）の編集委

員を退任させていただきました．MWG は，会議レポートのと

りまとめ・閲読や，「会員の広場」に掲載するモニタコメント

の閲読などを担当しています．

　4 年前に編集委員に着任させていただいたときは，「情報処理」

がどのように編集され出版されているのか，まったく分からな

い状態でした．1 年目・2 年目には，MWG の業務をほかの編集

委員とオンラインで分担して担当させていただく中で，以前よ

りも会誌の内容に興味を持って読ませていただく機会が増えま

した．ときには，モニタコメントを閲読させていただく中で興

味を持った記事の内容を，あらためて確認させていただくこと

もありました．また，直接会ったことがないほかの人の原稿を

閲読・修正するという経験により，自身で論文などを執筆する

ときにも増して，正しい日本語の使い方や分かりやすい文章の

構成を意識する習慣が身につきました．

　幹事・主査を担当させていただいた 3 年目・4 年目では，

MWG の業務のとりまとめをさせていただきました．さまざま

な方に会議レポートの執筆をお願いした際に，快く引き受け

てくださったことには，本当に感謝いたしております．また，

MWG 以外の編集委員の方も参加する会誌編集委員会本会議に

主にオフラインで参加させていただくようになり，会誌が全体

としてどのように作られていくかを知りつつ，会誌のあるべき

姿（たとえばオンライン化など）や記事の内容の検討に参加さ

せていただきました．稲見編集長をはじめとする編集委員会の

方々と，新年会など会誌編集委員会とは違う場所での議論をさ

せていただいたのも楽しい思い出です．ちょうどこのころに，

会誌編集委員会では Slack が主な連絡手段として使われるよう

になり，オンラインでの議論もさらに活発に行われるように

なったと感じています．

　また，ビブリオ・トークへの寄稿を行って，これまで書いた

ものとは異なる種類の文章を書かせていただく経験もさせてい

ただきました．ビブリオ・トークの記事が紹介した本の著者の

方の目にもとまり Twitter で拡散いただいたことで，あらため

て情報処理学会誌の影響の大きさを感じることとなりました．

　本当に多くの刺激を受けて，さまざまなことを学ばせていた

だいた 4 年間でした．MWG の皆様，会誌編集委員会本会議の

皆様，事務局の皆様，モニタの皆様や会議レポート執筆者の皆

様のおかげだと感じております．今後とも「情報処理」が時代

に合わせた発展をしつつ，多くの人に愛される会誌となります

よう，陰ながら応援させていただきたいと思います．

（谷田英生／富士通研究所）
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● 論文誌ジャーナル掲載論文リスト
Vol.61 No.5（May 2020）

【特集：情報システム論文】
■	特集「情報システム論文」の編集にあたって  	 阿部昭博
■	スイング計測装置を用いたプロ野球選手の特性分析に関する研究    	　	
田中成典	他

■	留学生を対象とした観光行動特性分析手法の提案とその活用に
向けた考察　　　　　　　　　　　　　	 蘭　天陽	他

■	ITIL 導入におけるシステム運用者の変容の段階    	 角田　仁
■	サーバ 1台で構成可能な秘密分散法を用いた行列乗算の効率的
でセキュアな委託計算	 岩村恵市	他

【一般論文】
■	HIDS アラート調査のためのHTTPリクエストとホストイベン
トの関連付け手法	 鐘本　楊	他

■	秘密分散法を用いた効率的な秘匿大小比較プロトコル†    	　
　　　　　　　　　　	 藤井　航	他

■	メンテナビリティ・セーフティ・セキュリティを考慮した IoT
システム向けリスク評価手法の開発		 佐々木良一

■	機械学習を利用した創作物の知的財産的価値への寄与の評価の
ための情報理論的な測度について *		 金子　格

■	統計的検定学習支援用ウェブアプリケーション BuMoc の開発  	
　　　　　　　　	 朴　壽永	他

*：推薦論文　Recommended	Paper
†：テクニカルノート　Technical	Note

● 論文誌トランザクション掲載論文リスト
（May 2020）
【論文誌 コンシューマ・デバイス＆システム Vol.10 No.2】
■	Improving	Face	Recognition	 for	 Identity	Verification	 by	
Managing	 Facial	 Directions	 and	 Eye	 Contact	 of	 Event	
Attendees	 Akitoshi	Okumura	他

■	機械学習を用いたツイート解析と統計的異常検知による通信障
害検出システム	 山田尚志	他

■	ARIA	 :	シミュレーション・エミュレーション連携基盤を利用
したインタラクティブな都市型水害の被害予測システム

　		 廣井　慧	他

	 	



今月の会員の広場では，3 月号へのご意見・ご感想を紹介いた
します．まず，巻頭コラム「TOKYO 2020 大会に向けて」につ
いては，以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■開催が危ぶまれる新型ウイルス騒ぎの中でなければ興味深
く読めただろうと思います．	 （匿名希望）

特別解説「量子コンピュータを用いた量子超越実験」について
は，以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■量子超越実験の解説を読んで，量子コンピュータの応用を
特集で取り上げていただきたいと思いました．	 （滝内邦弘）

■筆者は限られた紙面で努力されたとは思うが，非専門家が
理解するには解説不足，一方で専門家にとっては自明な類い
の解説ではないか．記事の価値を疑問に感じた．	（匿名希望）

■量子計算の困難さと実験のポイントが「量子計算の仕組み」
の節の中に含まれており，読みにくさを感じた．	 （匿名希望）

特別解説「神奈川県ハードディスク流出事件」については，以
下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■物理的破壊を推し進めるのではなく，論理的なデータ消去
技術を洗練すべきという意見に納得した．	 （匿名希望）

■専門分野でなくとも自身も考えながら読むことができた．
	 （國武悠人／ジュニア会員）

特集「5G 時代の幕開けに向けた研究開発と実証」については，
以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■諸外国に比べて数年は遅れていると理解していた我が国の
5Gに関する研究開発が 2020	年春の商用サービス本格展開の
準備として，3年間の実証実験を実施し，技術検証やさまざま
なユースケースの有益性について慎重に確認を行ってきている
ことを知り，有意義であった．	 （匿名希望）

■ 5Gを特集されたのは時宜を得ていると思う．世界的にも注
目されている中，国際動向，我が国の位置づけなどの解説が
欲しかった．せっかく各分野の専門家が執筆されているだけに
残念．	 （中島一郎）

■ボリュームがあり見応えがありました．利用者視点からの記
事も増えるとよいと思います．	 （匿名希望）

■「eMBB」，「URLLC」，「mMTC」という環境がハードで，サー
ビスがソフトと考えると，環境を使い切るようなソフトがまだ，
日本では見えていないように思える．今回の特集は，今の環
境で動くサービスのカタログと感じた．驚くようなサービスの
出現と，実現のための研究，課題解決に期待する．（匿名希望）

■少し難しかったです．	 （匿名希望／ジュニア会員）

教育コーナー「ぺた語義」については，以下のようなご意見・
ご感想をいただきました．

ぺた語義：高校における新教科「情報」ができたころのこと
■背景が分かりやすく書かれていた．	 （匿名希望）

連載「情報の授業をしよう！：東京都立石神井高等学校での情
報の授業」については，以下のようなご意見・ご感想をいただ
きました．

■すぐに授業に活かせる実習例が端的に書かれていて，役立ち
ます．	 （匿名希望）

連載「5 分で分かる !? 有名論文ナナメ読み：Jacob Devlin et 
al. : BERT : Pre-training of Deep Bidirectional Transformers for 
Language Understanding」については，以下のようなご意見・
ご感想をいただきました．

■深層学習関連の記事はいつも途中で分からなくなるのです
が，どこがブレークスルーなのか，具体的にどういう仕組みに
したのか，分かりやすかったです．	 （匿名希望）

■機械翻訳，質問応答，評判分析に関するブレークスルーの
要点が理解でき有意義だった．	 （匿名希望）

連載「IT 紀行：難しくて理解不能 !?　第 61 回プログラミング・
シンポジウムに行ってみた ! 」については，以下のようなご意
見・ご感想をいただきました．

■左ページの左側がスタートになり，読みやすくなりました．
	 （匿名希望）

■ IT 紀行はせっかくイラストを採用しているので，先生方の
特徴を捉えた似顔絵だけでなく説明にも直感的に分かるよう
なイメージを期待します．グラフィックレコードという技法があ
るので参考にされるとよいのではないでしょうか．（滝内邦弘）

連載「先生，質問です！」については，以下のようなご意見・
ご感想をいただきました．

■ロボット訓練士とサイボーグ技工士のお話が面白かった	
です！	 （匿名希望）

■会誌の「先生，質問です！」が，「『先生，質問です！』公開セッ
ション	」として全国大会で公開されたのは，親しみが増すきっ
かけとなり，よかった．	 （匿名希望）

会員会員のの広場広場
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皆様にとって会誌をより役立つものとするため，
　・記事に対する感想，意見　・記事テーマの提案　・会誌または学会に対する全般的な意見，提言
　・その他，情報処理技術についての全般的な意見，提言
など自由なご意見，ご感想をお待ちしております．
なお，「道しるべ」については
<URL：https://www.ipsj.or.jp/magazine/sippitsu/michishirube.html>で
これからのテーマ案を募集しており，いただいたご意見をまとめております．
※ご意見，ご感想を会誌に掲載させていただいた方には薄謝または記念品を進呈いたします．

掲載に際しては，編集の都合上，ご意見に手を加えさせていただくことがありますので，あらかじめご了承ください．
なお，意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会のプライバシーポリシーに準じて取
り扱いいたします．　<URL：https://www.ipsj.or.jp/privacypolicy.html>

応募先　　〒 101-0062　東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　
　　　　　一般社団法人　情報処理学会　会誌編集部門　E-mail	:	editj@ipsj.or.jp　Fax	(03)	3518-8375　
　　　　　https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html

これらのコメントは Web 版会員の広場「読者からの声」< URL : https://www.ipsj.or.jp/magazine/dokusha.html > にも掲載しています．
Web 版では，紙面の制限などのため掲載できなかったコメントも掲載していますので，ぜひ，こちらもご参照ください．会誌や掲載記事
に関するご意見・ご感想は学会 Web ページでも受け付けております．今後もより良い会誌を作るため，ぜひ皆様のお声をお寄せください．

オンライン版で読みたい記事，期待するコンテンツについて以
下のようなご意見やご要望をお寄せいただきました．

■過去に掲載された記事のアップデート情報．	 （匿名希望）

■時事的なテーマについての記事を読みたい．	 （匿名希望）

■動画での解説コンテンツ．アニメーション等で理解しやすく
なることを期待．	 （匿名希望）

■記事が検索できるとよいです．	 （匿名希望）

■フィードバックや改版ができる記事，双方向コンテンツなど．	
	 （匿名希望）

■ジュニア向けのプログラミング教育記事と，そのプログラミ
ング環境とのリンクや，作ったユーザアプリの公開と相互コメ
ントがあると面白そうです．	 （匿名希望）

会誌の内容や今後取り上げてほしいテーマに関して，以下のよ
うなご意見やご要望をお寄せいただきました．今後の参考にい
たします．

■ビブリオ・トーク─書評─のジュニア会員版のコーナーを
作ってほしいです．	 （匿名希望／ジュニア会員）

■コロナウイルスの影響でさまざまなイベントがオンライン開
催となっております．現場の対応で苦労した点などをご紹介い
ただけたらと思います．	 （匿名希望）

■なぜデマが広まるのかを取り上げてほしいです．
	 （匿名希望／ジュニア会員）

■台湾のオードリータン大臣にインタビューしてほしい．
	 （角田洋太郎／ジュニア会員）

■応用数学に利用されているコンピュータの種類，適用分野
等関係する諸々の事柄をお願いいたします．	 （匿名希望）

■量子コンピュータや5Gは，人間が最も苦手とする「待つこと」
へのストレスを飛躍的に解消してくれると期待しています．現
在，世の中は新型コロナウイルスで大混乱．特効薬の開発など，
「待つこと」の課題は尽きません．日本が誇る ICTの総力をあ
げて，世界にお手本を示したいものです．	 （匿名希望）

■ Processingで文字を出す方法を教えてほしいです．専門用
語の解説があるともっと分かりやすいです．
	 （神長春花／ジュニア会員）

■高大接続教育に興味を持っております．特に情報分野につい
て．新学習指導要領に備え，どのような変革が期待されてい
るか（特に大学側）．	 （匿名希望）

■読みたくなる解説とか概要が目次に入っていると，興味のあ
る記事に出会えてよいと思いました．	 （匿名希望）

■新型コロナウイルスに対する情報技術の取り組み（東京都の
感染状況 BIツール等），全国大会のチャレンジも読んでみたい
です．	 （匿名希望）

【本欄担当　伊藤将志・欅　惇志／会員サービス分野】

ご意見をお寄せ
ください！
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 論文誌「若手研究者」特集への論文募集 5月29日（金） 
 https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/21-K.html
 論文誌「快適な運用管理を支えるインターネットと運用技術」特集 6月8日（月） 
 への論文募集 
 https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/21-F.html
 論文誌「ソフトウェア工学」特集への論文募集 8月3日（月） 
 https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/21-H.html
5月 14日（木）～ 第 222回コンピュータビジョンとイメージメディア研究発表会 3月 6日（金） 当日可　要申込 ★オンライン開催 
   （マイページにて  
5月 15日（金） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/cvim222.html  受付予定・準備中）
5月 14日（木）～ 第 111回グループウェアとネットワークサービス・ 3月 11日（水） 当日可　要申込 ★オンライン開催 
5月 15日（金） 第 37回セキュリティ心理学とトラスト合同研究発表会  （マイページにて  
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/gn111spt37.html  受付予定・準備中）
5月 14日（木）～ 第 89回コンピュータセキュリティ・ 3月 13日（金） 当日可　要申込 ★オンライン開催 
5月 15日（金） 第 49回インターネットと運用技術合同研究発表会  （マイページにて  
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/csec89iot49.html  受付予定・準備中）
5月 15日（金） 北陸支部報告会   富山大学 
 https://www.ipsj.or.jp/annai/shibu/shibu_tayori2020.html   五福キャンパス
5月 19日（火） 関西支部報告会   大阪市中央公会堂 
 https://www.ipsj.or.jp/annai/shibu/shibu_tayori2020.html  
5月 20日（水） 中国支部報告会   広島YMCA 
 https://www.ipsj.or.jp/annai/shibu/shibu_tayori2020.html   国際文化センター
5月 21日（木） 東海支部報告会   ★書面開催 
 https://www.ipsj.or.jp/annai/shibu/shibu_tayori2020.html
5月 21日（木） 九州支部報告会   ★オンライン開催 
 https://www.ipsj.or.jp/annai/shibu/shibu_tayori2020.html
5月 22日（金） 北海道支部報告会   北海道大学 
 https://www.ipsj.or.jp/annai/shibu/shibu_tayori2020.html
5月 25日（月）～ 第 66回ユビキタスコンピューティングシステム研究発表会  4月 6日（月） 当日のみ 慶應義塾大学 
5月 26日（火） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ubi66.html   殿町タウンキャンパス（予定）
5月 27日（水） 第 25回デジタルコンテンツクリエーション研究発表会 4月 28日（火） 当日のみ 中京テレビ本社 
 http://www.ipsj.or.jp/sig/dcc/   （愛知県名古屋市中村区）
5月 28日（木）～ 第 183回マルチメディア通信と分散処理・ 4月 9日（木） 当日可　要申込 ★オンライン開催 
5月 29日（金） 第95回モバイルコンピューティングとパーベイシブシステム・  （マイページにて  
 第81回高度交通システムとスマートコミュニティ合同研究発表会  受付予定・準備中） 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dps183mbl95its81.html
5月 28日（木）～ 第 149回システムソフトウェアとオペレーティング・システム 4月 16日（木） 当日のみ  那覇市 IT創造館 
5月 29日（金） 研究発表会 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/os149.html
5月 29日（金）～ 第 31回教育学習支援情報システム研究発表会 4月 9日（木） 当日のみ 京都工芸繊維大学 
5月 30日（土） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/cle31.html
6月 1日（月）～ 第 188回ヒューマンコンピュータインタラクション・ 4月 10日（金） 当日可　要申込 ★オンライン開催 
6月 2日（火） 第 56回エンタテインメントコンピューティング合同研究発表会  （マイページにて 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/hci188ec56.html  受付予定・準備中）
6月 3日（水） 2020年度定時総会   学士会館 
 https://www.ipsj.or.jp/topics/soukai20200603.html
6月 1日（月）～ 第 129回プログラミング研究発表会 5月 1日（金） 当日のみ 筑波大学  
6月 2日（火） https://sigpro.ipsj.or.jp/pro2020-1/    計算科学研究センター
6月 3日（水）～ 第 109回オーディオビジュアル複合情報処理研究発表会 4月 15日（水） 当日のみ 函館コミュニティプラザ  
6月 4日（木） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/avm109.html    Gスクエア
6月 4日（木）～ 第 88回電子化知的財産・社会基盤研究発表会 4月 15日（水） 当日のみ 立教大学 
6月 5日（金） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/eip88.html   太刀川記念館
6月 6日（土） 第 152回情報システムと社会環境研究発表会 4月 13日（月） 当日のみ 青山学院大学  
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/is152.html   青山キャンパス
6月 6日（土） 第 123回人文科学とコンピュータ研究発表会 4月 15日（水） 当日のみ 亜細亜大学 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ch123.html
6月 6日（土）～ 第127回音楽情報科学・第132回音声言語情報処理合同研究発表会 4月 3日（金） 当日のみ  ヤマハ本社事業所（浜松） 
6月 7日（日） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mus127slp132.html
6月 10日（水） 東北支部報告会   東北大学　青葉山キャンパス 
 https://www.ipsj.or.jp/annai/shibu/shibu_tayori2020.html
6月 12日（金） 四国支部報告会   愛媛大学 
 https://www.ipsj.or.jp/annai/shibu/shibu_tayori2020.html
6月 24日（水）～ マルチメディア、分散、協調とモバイル（DICOMO2020） 3月 20日（金）  ロイヤルホテル土佐 
6月 26日（金） シンポジウム   （高知県安芸郡） 
 http://dicomo.org/
6月 25日（木）～ 第 54回組込みシステム研究発表会 5月 14日（木） 当日のみ 東京工業大学 
6月 26日（金） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/emb54.html   大岡山キャンパス
6月 27日（土） 第 44回ゲーム情報学研究発表会 5月 18日（月） 当日のみ 佐世保工業 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/gi44.html   高等専門学校
6月 29日（月）～ 第 128回数理モデル化と問題解決・ 5月 8日（金） 当日のみ 琉球大学 50周年記念館 
7月 1日（水） 第 62回バイオ情報学合同研究発表会 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mps128bio62.html

IPSJ カレンダー

　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地

※新型コロナウイルス感染症拡大を受け，開催方法の変更，開催中止などの可能性がありますので，最新情報をWebでご確認いただきますよう
お願いいたします．
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［トピックス］
4月10日 日本学術振興会育志賞第 11回（2020年度）推薦募集における本会からの推薦について 
4月10日 学会著作物を ICT人材育成のためのオンライン教育に無償で利用いただけます ～新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言を受けてのオンライン教

育等の利用拡大に向けて～
4月 7日 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に伴う緊急事態宣言による学会事務局業務等について
4月 3日 新型コロナウイルス感染症の影響による学会事務局業務等について
4月 3日 インターンシップ情報（広告）のお申し込み受付中
4月1日 ［プレスリリース］2020年度認定情報技術者（CITP）企業認定の審査日程のお知らせ
4月1日 代表会員名簿（2020年度）
4月1日 2020年度シニア会員申請のご案内（締切：7/31迄） 
3月 30日 FIT2019の講演申込を開始しました
3月 30日 論文誌「5G時代の社会を創るモバイル・高度交通システム」特集 論文募集
3月 28日 2020年度役員改選の投票結果について
3月 27日 子供たち（小中高校生）の自宅学習支援プロジェクト
3月 26日 高等学校共通教科情報科の大学入学共通テストでの実施に関する意見
3月 26日 ［プレスリリース］認定情報技術者（CITP）企業認定において リコー ITソリューションズを認定
3月 25日 「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム～データ思考の涵養～（案）」への意見

Web ページ（https://www.ipsj.or.jp/）更新情報

7月 10日（金） 第 50回インターネットと運用技術研究発表会 5月 15日（金） 当日のみ アクロス福岡 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/iot50.html
7月 29日（水） The 4th cross-disciplinary Workshop on Computing Systems,  3月 6日（金）  フェニックス・プラザ 
　 Infrastructures, and Programming（xSIG2020）    （福井市民福祉会館）  
 http://xsig.hpcc.jp/2020/
9月1日（火）～ 第110回オーディオビジュアル複合情報処理研究発表会  当日のみ 北海道大学 
9月2日（水） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/avm110.html   札幌キャンパス
9月1日（火）～ FIT2020 第19回情報科学技術フォーラム    北海道大学 
9月3日（木） https://www.ipsj.or.jp/event/fit/fit2020/   札幌キャンパス
9月2日（水）～ The 15th International Workshop on Security （IWSEC 2020） 3月23日（月）  Happiring Hall and   
9月4日（金）    Fukui International  
    Activities Plaza, 
 https://www.iwsec.org/2020/index.html   Fukui, Japan
9月7日（月）～ DAシンポジウム2020 ─システムとLSIの設計技術─   鳥羽シーサイドホテル 
9月9日（水） http://www.sig-sldm.org/das/
9月10日（木）～ ソフトウェアエンジニアリングシンポジウム2020（SES2020）   株式会社日立製作所 
9月12日（土） https://ses.sigse.jp/2020/   横浜研究所
9月26日（土）～  2020年度（第73回）電気・情報関係学会九州支部連合大会 7月8日（水） 講演・参加など 九州産業大学 
9月27日（日） http://www.jceee-kyushu.jp/  申込受付は6月8日より
10月28日（水）～ The 13th International Conference on Mobile Computing and 5月20日（水）  機械振興会館 
10月30日（金） Ubiquitous Networking （ICMU2020） 
 http://www.icmu.org/icmu2020/
 
2021年
1月 18日（月）～  26th Asia and South Pacific Design Automation Conference（ASP-DAC 2021）   日本科学未来館 
1月 21日（木） http://www.aspdac.com/aspdac2021/

2020 年度定時総会の開催について
会長　江村克己

　2020 年度定時総会を下記により開催いたします．総会の案内状は，5 月中旬頃に法律上の社員である代表会員の方々にお送りいたします．
ご欠席の場合には，必ず委任状をご返送ください．
　なお，新型コロナウイルス感染症拡大を受け，開催方法の変更などの可能性がございますので，最新情報は Web でご確認いただきますよう
お願いいたします．

記

日　　時　2020 年 6 月 3 日（水）15：00 〜 16：45 頃　
会　　場　学士会館（〒 101-8459 東京都千代田区神田錦町 3-28）
次　　第　1．2019 年度に係る報告
　　　 2．新名誉会員の推薦
　　　 3．新役員の選任
　　　 4．2020 年度に係る計画（報告）
　　　 5．会費滞納会員の取り扱い（報告）
　　　 6．表彰（功績賞ほか）
　　　　　　　　　　　　　　
照会先　一般社団法人情報処理学会管理部門
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有  

料  

会  

告 ＊特に指定がないかぎり履歴書には写真を貼付のこと

人材募集
（有料会告）

■国立天文台研究教育職員
　（情報セキュリティ室講師）

募集職種　研究教育職員　講師　1名
所　　属　国立天文台情報セキュリティ室
専門分野　情報通信技術（ICT）または関連分野
応募資格　博士号取得者
着任時期　採用決定後なるべく早い時期
提出書類（英文にて提出すること）　（応募書類の詳細な条件につ
いて，国立天文台採用情報<https://www.nao.ac.jp/en/contents/ 

job-vacancy/job-20200323-itso.pdf>を必ずご確認ください）
（1）カバーレター，（2）履歴書，（3）論文リスト（SPIEと COSPAR 

を含む査読論文とその他を区別すること．特許についても記載の
こと），（4）国際共同研究を含む研究歴，（5）本職に対する抱負， 
（6）応募者とその直属の上司の連絡先（E-mailアドレスと電話
番号），（7）評価書 3通以上
応募締切　2020年 6月 15日（17:00（JST））
提 出 先　国立天文台求人公募システム＜ https://jobregister.

nao.ac.jp/＞
照 会 先　E-mail: JobRegister-contact-10@nao.ac.jp

そ の 他　応募前に提出書類欄に記載のURLを必ずご覧ください

■上智大学理工学部情報理工学科

募集人員　助教　1名（5年任期，ただし昇任の可能性あり）
専門分野　ヒューマンデータサイエンス，画像処理工学，AI（ロ
ボティックス関連も含む），ブレインマシンインタフェース（人
間の知的情報処理や人間にかかわるあらゆるデータ処理等に関す
る研究および教育ができる方）
担当予定科目　学科基礎科目，ゼミナール，卒業研究指導のほか，
専門分野に応じて，機械学習・ニューラルネットワーク，画像処
理工学，生体医工学，ヒューマンコミュニケーション等から数科
目．また，Applied Computer Science，研究論文指導を含む大
学院科目等
応募資格　博士または Ph.Dを取得済み，または着任までに取得
見込みであること．その他については下記Webページをご覧く
ださい
着任時期　2021年 4月 1日
応募締切　2020年 6月 30日（必着）
送 付 先　〒 102-8554 東京都千代田区紀尾井町 7-1
上智大学理工学部長　陸川政弘
照 会 先　〒 102-8554東京都千代田区紀尾井町 7-1

上智大学理工学部情報理工学科長　澁谷智治
E-mail: dp-icses-ofc@sophia.ac.jp　Tel(03)3238-3320

そ の 他　詳細については，上智大学公式Webページ (https://

www.sophia.ac.jp/jpn/info/employment/DIC_202003.html) をご
覧ください

■九州工業大学大学院情報工学研究院
　生命化学情報工学研究系
 

募集人員　（女性限定公募）助教　1名　
（任期：採用日から 5年間　テニュアトラック制度を適用）
専門分野　バイオインフォマティクス
着任時期　2020年 9月 1日以降の早い時期
応募締切　2020年 7月 10日（必着）＊応募書類は郵送のみ受付
照会先／送付先　〒 820-8502 福岡県飯塚市川津 680-4
九州工業大学大学院情報工学研究院生命化学情報工学研究系
系長　倉田博之　
E-mail: kurata@bio.kyutech.ac.jp　Tel(0948)29-7828　
そ の 他　URL：http://www.iizuka.kyutech.ac.jp/lab/index5

【勤務地】飯塚キャンパス：福岡県飯塚市川津 680-4
【給与】「テニュアトラック制度（採用日から 5年間）での雇用期
間」および「テニュア審査後に任期なしとして雇用された後」と
もに，国立大学法人九州工業大学における第二期年俸制適用教育
職員の給与に関する規程による
【勤務時間】専門型裁量労働制
詳細は，https://bio.iizuka.kyutech.ac.jp/news/2020/0413-502.html

を参照

■東京都市大学メディア情報学部情報システム学科

募集職種　教授または准教授，あるいは講師（常勤／任期付き・
テニュアトラック）
募集人員　a. システムデザイン　1名 　b. ICTアセスメント　1名
着任時期　2021年 4月 1日
専門分野　a. ソフトウェア工学，システム開発，プロジェクト
マネジメント，要求工学，サービス工学
b. 経営情報システム，ICTアセスメント，ICTマネジメント，
ITサービス，組織管理
応募締切　2020年 8月 31日（必着）
そ の 他　詳細：東京都市大学採用情報　メディア情報学部情報
システム学科　https://www.tcu.ac.jp/recruitinformation/

申込方法：任意の用紙に件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書に記載する「宛名」，
Web掲載の有無などを記載し，掲載希望原稿（［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当科目），
応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，照会先］）を添えて下記の申込先へ，E-mail，
Faxまたは郵送にてお申し込みください．

 ＊都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．
申込期限：毎月 15日を締切日とし翌月号（15日発行）に掲載します．
掲載料金：国公私立教育機関，国公立研究機関 税抜  20,000円（税込  22,000円）
 賛助会員（企業）   税抜  30,000円（税込  33,000円）
 賛助会員以外の企業   税抜  50,000円（税込  55,000円）

 ＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 税抜 4,000円（税込 4,400円）で同一内容を本
会Webページに掲載できます．

申 込 先 ：情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Fax(03)3518-8375

 ＊原稿受付の際には必ず原稿受領のお知らせを差し上げています．もし 3日以内（土日祝日除く）に
返信がない場合は念のため確認のご連絡をください．
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ご意見をお寄せください！
【6 月 10 日頃までにお出しください】

　宛　先	 一般社団法人		情報処理学会　モニタ係（下記のいずれからも送付できます）
	 https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html　Fax(03)3518-8375　E-mail:	editj@ipsj.or.jp
	 （E-mail で送信される場合は，10-1-a のようにコードでお答えください）
	 ※ご意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会のプライバシーポリシーに準じて取り扱いいたします．
	 　https://www.ipsj.or.jp/privacypolicy.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［コード］

〔1〕ご氏名

〔2〕ご所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tel.（　　　　　）　　　　　　-

〔3〕E-mail:

〔4〕業種： （a）企業（サービス業）　（b）企業（製造業）　（c）研究機関　（d）教育機関（小・中・高校・高専・大学・大学院など）
 （e）学生　（f）学生（ジュニア会員）　（g）その他 …………………………………………………………………………………………… 4-［ 　　］   

〔5〕職種： （a）研究職　（b）開発・設計　（c）システムエンジニア　（d）営業　（e）本社管理業務
 （f）会社経営・役員・管理職　（g）教職員（小・中・高校・高専・大学・大学院など）　
 （h）学生　（i）学生（ジュニア会員）　（j）その他 …………………………………………………………………………………………… 5-［ 　　］   

〔6〕年齢： （a）10 代　（b）20 代　（c）30 代　（d）40 代　（e）50 代　（f）60 代以上 ……………………………………………………………… 6-［ 　　］   

〔7〕性別： （a）男性　（b）女性 ……………………………………………………………………………………………………………………………… 7-［ 　　］   

〔8-1〕あなたはモニタですか？：（a）はい　（b）いいえ ………………………………………………………………………………………………… 8-1-［ 　　］   

〔8-2〕あなたのご意見は「会員の広場」（会誌および Web）に掲載される場合があります．その場合：
　（a）実名可（氏名のみ掲載）　（b）匿名希望　（c）掲載を希望しない ………………………………………………………………………………… 8-2-［ 　　］   

〔9〕どちらの媒体で記事をお読みになりましたか？
　（a）冊子版　（b）情報学広場（電子図書館）（c）Kindle　（d）fujisan　（e）その他 ………………………………………………………………… 9-［ 　　］   

〔10〕今月号（2020 年 6 月号）の記事は良かったですか．下記の記事すべてについて評価をご回答ください．
　 ［ a …大変良い　b …良い　c…普通，どちらとも言えない　d …悪い　e…読んでいない ］

巻頭コラム：「世界のあしたが見えるまち」から民主主義へのささやかな貢献を ……………………………………………………………………… 10-1-［ 　　］
特別解説：情報処理学会第 82 回全国大会　実録 緊急オンライン開催 …………………………………………………………………………………… 10-2-［ 　　］
特別解説：電子カルテの安全な導入と運用…………………………………………………………………………………………………………………… 10-3-［ 　　］
買い物自慢：3D プリンタのキットを買ってみた …………………………………………………………………………………………………………… 10-4-［ 　　］
特集：ハードウェアセキュリティの最新動向
　0．編集にあたって …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-5-［ 　　］
　1．ハードウェアに対する物理攻撃 ………………………………………………………………………………………………………………………… 10-6-［ 　　］
　2．ハードウェアを用いた暗号処理の高速化 ……………………………………………………………………………………………………………… 10-7-［ 　　］
　3．ハードウェアトロージャンの脅威と検出 ……………………………………………………………………………………………………………… 10-8-［ 　　］
　4．計測セキュリティ ………………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-9-［ 　　］
　5．Trusted Execution Environment によるシステムの堅牢化 …………………………………………………………………………………………… 10-10-［ 　　］
　6．自動車サイバーセキュリティの基本 …………………………………………………………………………………………………………………… 10-11-［ 　　］
小特集：差分プライバシ
　0．編集にあたって …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-12-［ 　　］
　1．データプライバシ保護技術と差分プライバシ ………………………………………………………………………………………………………… 10-13-［ 　　］
　2．差分プライバシの基礎と動向 …………………………………………………………………………………………………………………………… 10-14-［ 　　］
　3．局所差分プライバシの最新動向 ………………………………………………………………………………………………………………………… 10-15-［ 　　］
連載：集まれ！ジュニア会員 ‼ ……………………………………………………………………………………………………………………………… 10-16-［ 　　］
ミニ特集：ET ロボコン：異色の情報系ロボコン
　0．編集にあたって …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-17-［ 　　］
　1．ソフトウェア教育・実践の場としての ET ロボコン ………………………………………………………………………………………………… 10-18-［ 　　］
　2．KAMOGAWA の訓練生にインタビュー ………………………………………………………………………………………………………………… 10-19-［ 　　］
　3．がんちゃん +X の学生にインタビュー ………………………………………………………………………………………………………………… 10-20-［ 　　］
解説：準委任契約はアジャイル開発を促進できるか………………………………………………………………………………………………………… 10-21-［ 　　］
ぺた語義：1 人 1 台学習者端末について考える ……………………………………………………………………………………………………………… 10-22-［ 　　］
ぺた語義：実践的演習を伴うサイバーセキュリティ公開講座の取り組み………………………………………………………………………………… 10-23-［ 　　］
ぺた語義：再帰的思考のすすめ………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-24-［ 　　］
情報の授業をしよう !：専門学科「情報科」における情報コンテンツ分野の指導 ……………………………………………………………………… 10-25-［ 　　］
ビブリオ・トーク：誰でもすぐに戦力になれる未来食堂で働きませんか  ……………………………………………………………………………… 10-26-［ 　　］
5 分で分かる !? 有名論文ナナメ読み：Prévost, R. et al : Make It Stand : Balancing Shapes for 3D Fabrication ………………………………………… 10-27-［ 　　］
IT 紀行：全国大会がオンライン開催！　公開セッション「先生， 質問です！」の裏側お見せします ………………………………………………… 10-28-［ 　　］
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〔11〕本号で最も良かった記事は何ですか？　上記〔10〕の設問の記事番号から１つだけ選び（例：10-8 の記事の場合は「8」と記入），その理由をご回答く
ださい．上記に掲載されていない記事の場合はタイトルを直接ご記入ください．
　〔11-1〕良かった記事 ………………………………………………………………………………………………………………………………………… 11-1-［ 　　］   
　〔11-2〕この記事に対する貴方の立場：a）専門家　b）非専門家 ……………………………………………………………………………………… 11-2-［ 　　］   
　〔11-3〕選んだ理由（下記から，いくつでも選択可） ……………………………………………………………………………………………… 11-3-［ 　　　　　］   
　　　a）技術・研究動向がよく分かった　b）知的興味をかきたてられた　c）新たな知識を得ることができた　d）内容が平易で理解しやすかった
　　　e）その他（具体的に下記にご記入ください）

〔12〕本号で最も良くなかった記事は何ですか？　上記〔10〕の設問の記事番号から１つだけ選び（例：10-8 の記事の場合は「8」と記入），その理由をご回
答ください．上記に掲載されていない記事の場合はタイトルを直接ご記入ください．
　〔12-1〕良くなかった記事 …………………………………………………………………………………………………………………………………… 12-1-［ 　　］   
　〔12-2〕この記事に対する貴方の立場：a）専門家　b）非専門家 ……………………………………………………………………………………… 12-2-［ 　　］   
　〔12-3〕選んだ理由（下記から，いくつでも選択可） ……………………………………………………………………………………………… 12-3-［ 　　　　　］   
　 　　a）記事の内容に誤りがあった　b）ありきたりの内容だった　c）記事が難しすぎた　d）何を言いたいのか分からなかった　e）宣伝の意図が強すぎる
　　 　f）テーマに興味が持てなかった　g）その他（下記に具体的にご記入ください）

〔13〕今月の特集に対する貴方の立場を教えてください．
　〔13-1〕ハードウェアセキュリティの最新動向：a）専門家　b）非専門家 …………………………………………………………………………… 13-1-［ 　　］
　〔13-2〕差分プライバシ：a）専門家　b）非専門家 ……………………………………………………………………………………………………… 13-2-［ 　　］
　〔13-3〕ET ロボコン：異色の情報系ロボコン：a）専門家　b）非専門家 ……………………………………………………………………………… 13-3-［ 　　］

〔14〕設問〔10〕で読んでいないと答えた記事について，その理由を教えてください．

〔15〕会誌のオンライン版ができたらどのような記事を読みたいか，どのようなコンテンツが期待できるか，などご意見がございましたら教えてください．

〔16〕会誌に対するご意見やご感想，著者への質問，巻頭コラムに登場してほしい人物，今後取り上げてほしいテーマなどありましたらご記入ください．
　　（スペースが足りない場合はお手数ですが別紙を追加してください）

担　当 E-mail Tel（ダイヤルイン） 取り扱い内容
■ 会員サービス部門

会　員 mem@ipsj.or.jp 03-3518-8370 入会，会費，変更連絡，退会，在会証明，会員証，会誌配布，会員特典，会費等口座振替，
海外からの送金，賛助会員，電子図書館

■ 会誌編集部門

会誌編集

著作権

editj@ipsj.or.jp

copyright@ipsj.or.jp 03-3518-8371

会誌「情報処理」の掲載内容，広告掲載，出版，コンピュータ博物館（情報処理技術遺産）

転載許可，著作権

図　書 tosho@ipsj.or.jp 03-3518-8374 出版物購入

■ 研究部門

論文誌 editt@ipsj.or.jp
03-3518-8372

論文誌（ジャーナル／ JIP ／トランザクション）の編集・査読

調査研究／
国際／教育 sig@ipsj.or.jp 研究会登録，研究発表会，研究グループ，シンポジウム，国際会議，IFIP 委員会，

情報処理教育委員会，アクレディテーション対応
■ 事業部門

事　業 jigyo@ipsj.or.jp

03-3518-8373

全国大会，FIT，プログラミングコンテスト，プログラミング・シンポジウム，協賛・後援

技術応用 event@ipsj.or.jp

認定情報技術者制度　 ipsj.citp@ipsj.or.jp

連続セミナ，短期セミナ，IT フォーラム，ソフトウエアジャパン，その他講習会

認定情報技術者制度　

■ 管理部門

総務／庶務 soumu@ipsj.or.jp

03-3518-8374

総会・理事会，支部，選挙，総務系選奨，関連団体，アドバイザリーボード

経　理 keiri@ipsj.or.jp 出納，送金連絡

システム企画 sys@ipsj.or.jp システム企画，セキュリティ，電子化委員会，電子図書館，IPSJ メールニュース

デジタルプラクティス editdp@ipsj.or.jp デジタルプラクティス（DP）の編集・査読，DP レポート

　一般社団法人  情報処理学会（本部）　※支部所在地等詳細はリンクされている各支部ページでご参照ください．
　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　　Fax(03)3518-8375　https://www.ipsj.or.jp/

■ 各種問合せ先 ■

■ 情報規格調査会

規格部門
問合せフォーム
https://www.itscj.ipsj.or.jp/contact/
index.html

ISO/IEC JTC 1での情報技術の標準化業務
〒105-0011 東京都港区芝公園3-5-8　機械振興会館308-3
Tel (03)3431-2808　Fax (03)3431-6493　https://www.itscj.ipsj.or.jp/
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■ 編集室 ■

　ハードウェアセキュリティの各領域の第一人者に多大なご尽力を
いただき，本特集を完成させることができた．この場をお借りして，
感謝を申し上げたい．ハードウェアレイヤは馴染みの薄い読者も多
いと思われるため，本特集を編集するにあたり，各記事の著者と
編集委員が協力して記事をブラッシュアップした．その結果，ど
の記事も分かりやすく，面白い内容になっていると思う．本特集が，

情報処理の基盤となるハードウェアのセキュリティを理解する助け
になれば幸いである．また，この特集をきっかけとして，ハードウェ
アセキュリティの研究領域と他の研究領域の境界で，研究者・技
術者の間での交流や，コラボレーションによる新たな技術が生ま
れることを期待したい．

（佐々木貴之／本特集エディタ）

複写される方へ

　一般社団法人情報処理学会では複写複製および転載複製に係る著作権を学術著
作権協会に委託しています．当該利用をご希望の方は，学術著作権協会（https://
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　本小特集企画の始まりは，会議でポロっと発した「差分プライバシ」
というワードが，編集委員の皆様にとって初耳で興味を持っていた
だけたことでした．差分プライバシ自体は特別新しい概念ではない
ですし，専門家の方からはいまさらな特集に見えるかもしれません．
でも，さまざまな分野の研究者が集まっている編集委員の中でこの
反応であれば，幅広い読者のいる情報処理で特集をしてもよいの
ではないかと思い企画をしてみました．未熟者ゆえ小特集ですけど．
　さて，この小特集，著者の先生方を集めるに苦労をしました．
というのも，国内で差分プライバシを解説していただくのに皆様が
納得する人選というはなかなかないですから．ご多忙のため引き
受けていただけないこともありますしね．一番の問題は私の人脈
のなさだったりしますが……．結局のところ（私以外は）とても信
頼のおける先生方にご執筆いただけたので，個人的にはとても読

み応えのある小特集になったと思っております．なお，企画者本人
である私が執筆したのは苦肉の策です．私の記事は専門家の方か
らは時代遅れで稚拙な内容に見えてしまう可能性を危惧してはお
りますが，何とぞご容赦いただければ．
　EU における一般データ保護規則（GDPR）の施行だったり，日
本の個人情報保護法の再改正であったり，パーソナルデータの取
り扱いは日に日に注意しなければならないようになってきています．
でも，うまく活用できればとてつもなく有用かもしれないという期
待は計りしれません．差分プライバシがすべてを解決してくれると
は思いませんが，今最も有望視されている研究対象だと思ってい
ます．本小特集で興味を持った方々がこの分野の研究に手を伸ば
す 1 つのきっかけとなれば幸いです．

（古川　諒／本小特集エディタ）

　ET ロボコンは異色の情報系ロボコンです．本会も協賛しており，
毎年若手奨励賞を贈っています．本会誌で特集するのにピッタリの
話題です．2019 年は，11 月にチャンピオンシップ大会が開催され，

「KAMOGAWA」が若手奨励賞を受賞しました．そこで，この機
会に ET ロボコンのミニ特集を企画することになりました．
　ET ロボコンは，ロボットを自動制御する組込みソフトウェアの
技術を競うコンテストです．全自動ロボットの競技ですので，人間
が操縦することはありません．大学や高専などの学生チームだけ
でなく，名だたる企業の社会人チームも参加して，手加減なしのガ
チンコ勝負が繰り広げられます．このように，巷でイメージされる
ロボコンとはだいぶ様相が異なりますので，まずは概要説明が必
要です．そのため，ミニ特集の筆頭記事として，ET ロボコン本

部審査委員長に，ET ロボコンの特徴・狙い・ルールなどを中心
に概説していただきました．
　さて，本ミニ特集の企画にあたって何を狙いにしようかと考えた
ときに，本会が贈る賞の名前に入っている「若手」という言葉にピ
ンときました．そうだ，若手チームを取り上げて，本会の学生会員
やジュニア会員を元気づけることを特集の狙いにしよう，というこ
とになりました．そのため，概要記事に続いては，優秀な成績に
より表彰を受けた学生主体の 2 チーム「KAMOGAWA」と「が
んちゃん +X」に，ET ロボコンへの取り組みについて尋ねるインタ
ビュー記事を掲載しています．彼ら光る若手の熱いメッセージが，
読者の皆様の心に届きますように．

（平山貴司／本ミニ特集エディタ）
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掲載広告カタログ・資料請求用紙

お
フ リ ガ ナ

名 前

勤 務 先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属部署

所 在 地　　（〒　　　　-　　　　）

　　　　　　TEL（　　　　　　）　　　　　-　　　　　　　　　　FAX（　　　　　　）　　　　　-

ご専門の分野

　掲載広告の詳しい資料をご希望の方は，ご希望の会社名にチェック ☑ を入れ，送付希望先をご記入の上，Fax にて（ま
たは E-mail にて必要事項を記入の上）アドコム・メディア（株）宛にご請求ください．

■「情報処理」　61 巻 6 号　掲載広告（五十音順）

■「情報処理」
発　　行 一般社団法人 情報処理学会
発行部数 20,000 部
体　　裁 A4 変形判
発 行 日 毎当月 15 日
申込締切 前月 10 日
原稿締切 前月 20 日
広告原稿 完全版下データ
原稿寸法 1 頁 天地 250mm ×左右 180mm
 1/2 頁 天地 120mm ×左右 180mm
雑誌寸法 天地 280mm ×左右 210mm

■広告料金表
掲載場所 4 色 1 色

表 2 330,000 円
（税抜） ─

表 3 275,000 円
（税抜） ─

表 4 385,000 円
（税抜） ─

表 2 対向 300,000 円
（税抜） ─

表 3 対向 265,000 円
（税抜）

155,000 円
（税抜）

前付 1 頁 250,000 円
（税抜）

135,000 円
（税抜）

前付 1/2 頁 ─ 80,000 円
（税抜）

前付最終 ─ 148,000 円
（税抜）

目次前 ─ 148,000 円
（税抜）

差込
（A4 変形判 70.5kg 未満　1 枚）

275,000 円（税抜）

差込
（A4 変形判 70.5kg ～ 86.5kg　1 枚）

350,000 円（税抜）

同封
（A4 変形判　1 枚）

350,000 円（税抜）

＊原稿制作が必要な場合には別途実費申し受けます．
＊同封のサイズ・割引の詳細についてはお問合せください．

お問合せ・お申込み・資料請求は

　広告総代理店 アドコム・メディア（株）
　Tel.03-3367-0571　Fax.03-3368-1519　E-mail: sales@adcom-media.co.jp　　

 

■問合せ・お申込み先
〒 169-0073  東京都新宿区百人町 2-21-27

アドコム・メディア（株）（Tel/Fax/E-mail は下に記載）

■資料送付先

掲載広告の資料請求

広告のお申込み

□インタフェース ……………………………… 表 2

□講談社………………………………………… 表 2 対向

□とめ研究所 …………………………………… 前付最終上

□ すべての会社を希望
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賛
助
会
員
の
ご
紹
介

本会をご支援いただいております賛助会員をご紹介いたします．
Webサイト（https://www.ipsj.or.jp/annai/aboutipsj/sanjo.html）「賛助会員一覧」のページからも

各社へリンクサービスを行っておりますので，ぜひご覧ください．

照会先　情報処理学会　会員サービス部門　E-mail: mem@ipsj.or.jp　Tel.(03)3518-8370

賛助会員のご紹介 

●●● 賛助会員（10 〜 19口）

（株）リクルート グーグル合同会社 （株）NTTドコモ （株）東芝

日本電信電話（株） 日本マイクロソフト（株） （株）フォーラムエイト

●●● 賛助会員（20 〜 50口）

（株）日立製作所 富士通（株） 日本電気（株）

三菱電機（株） （株）サイバーエージェント 日本アイ・ビー・エム（株）

●●● 賛助会員（3 〜 9口）

（一社）情報通信技術委員会 （株）NTT データ グリー（株） 楽天技術研究所 （一財）インターネット協会

4色印刷用
C 100%
M 55%
K 35%

情報サービス産業協会 トレンドマイクロ（株） NTT コムウェア（株） NTT テクノクロス（株） （株）うえじま企画

沖電気工業（株）  キヤノンマーケティングジャパン（株）    コアマイクロシステムズ（株） 三美印刷（株） （株）セプテーニ

ソニー（株） チームラボ（株） （株）テクノプロ　
テクノプロ・デザイン社

パナソニック（株） みずほ情報総研（株）




